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い
催
し
物
も
た
く
さ
ん
予
定
さ
れ
無
料
駐
豪
場
は
、
オ
1
ミ
ケ
ン

て
い
ま
す
ロ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
シ
所
有
地
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
車

木
遣
り
ま
と
い
行
進
や
ミ
ス
七
夕
で
の
見
物
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

の
披
露
パ
レ
ー
ド
、
な
か
臼
の
日

市
渓
プ
ラ
ザ
は
案
内
所

綾
田
は
ミ
ス
七
夕
と
七
夕
女
王
、

立
田
楽
隊
の
大
パ
レ
i
ド
、
月
濯
日
市
営
紅
谷
町
叫
駐
車
場
は
、
海
岸

は
七
夕
お
ど
り
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
南
伶
線
が
交
通
止
め
と
な
る
た

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
行
事
が
い
め
、
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

っ

ぱ

い

で

す

。

そ

の

代

わ

り

、

一

階

の

市

民

プ

ラ
ザ
を
同
開
放
し
、
観
光
案
内
や
救

ミ
ス
七
タ
コ
ン
テ
ス
ト

議
所
、
迷
子
案
内
等
の
総
合
案
内

七
夕
ま
つ
り
に
擦
を
添
え
る
、
所
と
一
般
の
休
憩
所
を
設
け
ま

ミ
ス
七
タ
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
六
月
す
。
ま
た
、
コ
ー
ナ
!
を
利
用
し

十
六
日
市
民
セ
ン
タ
ー
で
午
前
十
て
、
一
二
i

十
五
周
年
の
歴
史
や
紹
介

時
か
ら
閉
聞
か
れ
ま
す
。
応
募
者
は
す
る
パ
ネ
ル
展
示
ち
行
い
ま
す
。

汚
九
ト
七
人
と
昨
年
よ
り
少
し
下
二
階
、
コ
一
緒
の
駐
車
場
は
、
交
通

関
っ
た
も
の
の
、
表
い
人
た
ち
の
本
部
や
警
察
官
同
の
詰
め
所
に
な
り

美
へ
の
あ
こ
が
れ
は
、
ま
だ
ま
だ
ま
す
。

盛
ん
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
案
内
所
は
こ
の
件
、
富
士
銀
行

健
康
で
明
る
く
、
パ
1
ソ
ナ
リ
テ
弱
、
駅
北
口
、
駅
南
口
に
設
け
、

ィ
あ
ふ
れ
た
お
織
さ
ん
が
選
ば
れ
観
光
案
内
や
迷
子
、
急
病
人
の
意

飾
り
を
作
り
、
今
で
は
観
光
客
を
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
仕
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
、
議
な
ど
を
行
い
ま
す
。

二
百
万
人
も
迎
え
る
か
日
本

H

掛
け
物
が
夜
場
す
る
の
で
し
ょ
う
歌
謡
問
シ
ョ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、

大
一
絡
な
交
通
強
制
刷
を

の
七
夕
ま
つ
り
を
つ
く
り
あ
げ
た
か
、
楽
し
み
で
す
。
ま
た
、
今
住
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

の

で

す

。

は

、

夜

景

に

力

ιいで
い
る
と
パ
ス
粂
り
捕
暗
殺
』
変
更
今
年
も
七
夕
ま
つ
り
覇
中
交

そ

の

情

熱

は

、

「

ど

こ

よ

り

も

続

い

て

い

ま

す

通

規

制

が

行

わ

れ

ま

す

。

古

主

海

道

立
派
な
竹
飾
り
」
と
、
競
い
合
夜
の
と
は
り
が
お
り
、
竹
飾
り
駅
前
の
パ
ス
乗
り
場
が
一
部
変
本
通
り
の
中
心
高
活
街
は
全
部
交

い
、
竹
飾
り
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
特
に
明
か
む
が
と
も
さ
れ
る
と
、
お
わ
り
ま
す
。
〕
厚
木
方
面
、
伊
勢
原
通
止
め
で
す
。
ま
た
、
紅
谷
町
叫
、

選
」
を
獲
得
す
る
に
は
、
「
構
怨
と
ぎ
の
沼
の
お
域
や
お
娘
さ
ま
カ
街
、
楽
野
方
留
の
パ
ス
乗
り
場
明
石
町
、
見
附
町
な
ど
も
成
制
さ

、

曹

に

半

年

、

制

作

に

半

年

」

と

い

わ

が

、

夏

の

佼

空

に

浮

か

び

仁

が

は

、

叡

前

大

通

り

の

電

報

電

務

局

れ

ま

す

。

E
/

れ
る
ほ
ど
、
平
塚
尚
人
の
心
窓
気
り
、
ロ
マ
ン
に
あ
ふ
れ
る
メ
ル
へ
慨
に
拶
さ
れ
ま
す
。
持
照
は
、
平
特
に
今
年
は
、
交
通
規
制
区
域

が
同
お
れ
て
い
ま
す
。
ン
の
世
界
が
、
み
な
さ
ん
を
魅
f

H
が
7
1
守
か
ら
最
終
ま
で
、
子
へ
の
車
両
乗
り
入
れ
が
厳
し
く
規

昭
和
お
年
か
ら
姶
家
る
六
年
平
康
商
人
の
点
問
先
繁
磁
の
ま
れ
た
も
の
で
し
た
。
ー
夢
と
メ
ル
ヘ
ン
の
没
界
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
k
う
。
臼
曜
日
は
守
前
十
時
か
ら
最
終
ま
制
さ
れ
ま
す
。
手
塚
努
時
間
警
の
遜

つ
り
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
刀
そ
れ
が
吋
平
塚
溜
人
魂
一
の

f

で
変
わ
り
ま
す
。
行
許
可
誌
が
な
い
と
通
行
で
き
な

平

塚

七

夕

ま

つ

り

は

、

平

塚

復

初

の

竹

飾

り

は

貧

弱

で

し

た

が

、

に

よ

り

、

ァ

ッ

と

い

う

閉

じ

、

色

今

年

の

竹

飾

品

、

景

君

綴

り

だ

く

さ

ん

な

行

禁

い

の

で

、

み

な

さ

ん

ご

注

意

く

炉

駐
車
十
岬
唱
は
あ
り
ま
せ
ん

興
祭
の
あ
と
を
次
ざ
、
昭
和
一
子
作
り
の
造
花
は
、
丹
精
こ
め
ら
れ
り
豊
か
な
袋
詰
半
け
ん
ら
ん
た
る
竹
ど
科
学
万
博
が
話
題
の
中
心
と
な
竹
飾
り
に
彩
り
を
添
え
る
楽
し
さ
い
。

228，136人

72，817t世帯

A、Eコ
世帯

夏
の
ピ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
ペ
平
塚
七
夕
ま
つ
り
」
は
、
七
月
五
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
高
応
街
で

は
、
竹
節
り
の
最
後
の
仕
上
げ
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
七
夕
ま
つ
り
実
行
委
員
会
も
、
三
ト
五
潟

年
を
迎
え
る
た
め
、
七
夕
の
ユ
ニ
ホ
!
ム
・
ア
ロ
ハ
、
〆
ャ
ツ
を
新
調
し
て
、
遠
来
の
観
光
客
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
、
駅
前
に
は
歓
迎
塔
も
で
き
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
も
国
鉄
や
昨
山
戸
打

会
社
に
日
臨
ん
柑
が
終
わ
り
、
各
地
か
ら
の
電
話
ふ
り
問
い
合
わ
せ
等
、
ま
つ
り
ム
ー
ド
も
盛
り
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
七
夕
の
話
題
を
拾
い
な
が
ら
、
主
な
催
し
物
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ヲ毎 5 月 16~ヨ (s) 

10: 00 ミス七タコンテスト(入場自由) 市民センター

・アトラクション 歌謂ショー 菅原洋、口スイン

ディオス、三田寛子、香坂みゆき外

肯 7汚 5~ヨ(金)

事オープエングパレ ド

13: 00 木遣りまといパレード

14: 30 ミス七夕控露パレート

14: 45 音楽隊パレード

15: 30 小学校音楽隊パレード

16: 00 空宇少年少女パレ…ド

〔⑧全日本舞踊連合意全鋼大金チャリティ去潰

12: 00 要入場券) 市民センター

申し込み 6月四日から市世所市民相談宝て配付する。

骨竹鶴りコンクーJレ審査

14: 00 全市の部

19: 00 全市夜景の部

骨 7月 6 El (ニヒ)
12: 30 ミスセタ市中訪問パレード 市 内

15: 00 じタフェスティパルコンサ ト 市道海岸南沖線

出商 高山市の陣木:盤、花巻市の北秀鬼太鼓、七夕太

鼓、市内心バンドグル フ

18: 30 ラジオ日本公開錦脅(要入場q)
「トヨタ歌白帯典」

出横:野口五郎、セイントフォ 、神野菜伽、奥問を

子、松本典子外

申し込み 往檀はがきに住所、氏?ろを記入のうえ、〒

悶横浜市西区若松田Tl9 ラジオ日ぷ lトヨタ駄の事

典」慌へ。 6月22日到着分まで街効。抽せんで1400名

を招待。

宵7J署 7日(日〉

11 : 00 時議7ァミリー劇場{要入場'ff) 市民センター

「キン肉マJ ショーJと「チピッ子奉加のアニ〈ソン
グショーj

2自公置、 2部は14 00から
申し込み 6月27日から市役所市民相談室で配布する

12: 00 郷土芸芸能大会(入場自由) 中央公民舘

出揖高山市田陣太龍、

13: 30 ミス七夕、

肯 7Fl 8日(汚)
11: 30 七夕総おどり(書加自由)
13: 00 七夕方J労者表彰式

14: 30 竹飾りコンクール入読者表彰式

15: 30 七夕おどりパレード

骨 7月 g臼(火)

13: 00 平理文化連盟公慣(入場自由)

13 : OO~15 : 00 民謡

• 15: 00--17: 00 民韓

・18: 00-....21 : 00 詩吟

女七夕まつり協賛行事

7月 5日-9日 七夕記念切手麗(梅嵐 6階)、七夕記念タパ

コ麗(駅北口案内所隣り)

7月 7日 5 : 00 クリーン大作戦(中心銭円、 10:00 俳句

大会(溜番安部、毘碁大会(勤労会館〉、 Jli柳大会(弔民センタ

-)~ 10: 30 将棋大会(花水公民館〉、 13:00 地歌六会(勤

労会館人事射神事{平理八播宮)

女特別アトラクション

7月 5臼-9日(日投---22:00) ν ザ光線による光のS
楕(市道海岸南伸縮〕東海大学産業科学研究所出品

市民センタ

ド セ得点Eifdiifzー不誠戸市護
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2事

五
月
二
小
九
日
、
全
日
本
柔
そ
の
時
は
目
録
で
渡
さ
れ
て
い

道
選
手
権
大
会
に
優
勝
し
た
山
た
も
の
が
、
こ
の
ほ
ど
掛
け
軸

下
泰
裕
六
段
が
市
役
所
を
訪
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
贈
っ
た

れ
、
優
勝
の
墾
署
し
た
。
市
も
の
。

長
は
、
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
山
下
六
段
は
、
六
月
一
臼
で

る
と
向
時
に
、
昨
年
間
同
民
栄
誉
二
十
八
歳
を
通
え
た
が
、
大
学

賞
を
受
賞
し
た
と
き
の
記
念
の
講
師
や
柔
道
の
指
導
に
香
港

品
、
問
中
真
洲
先
生
の
番
。
我
や
鳥
取
県
に
出
張
す
る
な
ど
、
，

忘
番
。
の
掛
け
輸
を
贈
っ
た
。
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
お
り
、

こ
の
記
念
品
は
、
昨
年
十
一
そ
の
合
簡
を
ぬ
っ
て
市
役
所
を

月
二
十
八
日
に
平
塚
商
工
会
議
訪
れ
た
。

i
i
写
真
は
、
緩
つ

所
で
行
わ
れ
た
「
留
民
栄
誉
賞
た
掛
け
戦
と
山
下
六
段
、
田
中

受
賞
祝
賀
会
い
の
記
念
品
で
、
真
相
川
先
生
、
石
川
品
市
長

1
3

ヤ
収
容
台
数
五
百
六
十
台
関
山
(
福
祉
会
館
・
福
祉
事
業
セ
ン
一
看
護
婦
、
寮
母
、
教
母
、
教
護
、

マ

使

両

市

料

タ

l
内
電
話
お
二
一
二
三
五
)
一
指
導
員
(
児
童
、
生
活
、
職
業
)
、

・
一
か
月
一
千
八
百
円

1
1
l
i
l
i
l
i
-
-

一
セ
ラ
ピ
ス
ト
(
事
療
法
士
、
理

ト

品

目

込

日

高

先

輩

手

当

、

特

例

一

日

療

法

士

等

)

、

栄

養

士

、

調

漂

白

持

6
月
習
(
火
)
午
前
一
給
付
現
況
届
を
一
マ
登
録
対
象
者
聖
職
種
で
、

6

持

ぬ

分

か

ら

一

一

現

在

昼

間

職

の

者

、

ま

た

は

社

会

議

・
受
け
付
け
場
所
桃
浜
自
転
車
一
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
け
一
祉
施
設
以
外
の
業
務
に
従
事
し
て

駐
車
場
管
理
事
務
所
一
て
い
る
方
は
、
六
月
三
十
臼
ま
で
一
い
る
が
、
社
会
福
祉
施
設
に
勤
務

|
|
i
I
l
l
i
-
-
-ー
一
に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
一
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
者

一

た

い

。

一

マ

登

録

方

法

6
月
初
日
(
木
)
一
マ
す
で
に
受
替
口
れ
て
い
る
方

ザ

i
ゴ

え

一

す

で

に

用

紙

は

、

受

給

者

あ

て

E6月
初
臼
(
さ
ま
で
に
、
言
軍
人
普
通
震
を
受
給
さ

、

J

一
に
送
付
し
て
あ
る
。
こ
の
現
況
届
一
市
児
童
五
時
(
内
線
一
一
一
回
)
へ
。
一
て
い
る
方

入

浴

や

食

事

、

生

活

指

導

な

ど

一

室

さ

な

い

と

、

受

給

資

格

が

あ

一

f

一
高
軍
人
慰
問
を
公
務
員
等
の
共

一
つ
で
も
、
六
月
分
以
後
の
支
払
い
一
国
軍
人
の
一
時
一
済
警
暴
の
期
闘
に
通
算
さ
れ

市
で
は
、
体
の
弱
い
お
年
寄
り
一
筋
歳
以
上
で
、
身
体
が
虚
弱
(
つ
一
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
一
恩
給
と
一
時
金
一
た
方

に
一
門
口
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
一
か
ま
り
歩
き
、
ま
た
は
車
い
す
で
一
の
で
、
お
忘
れ
有
ベ
。
一
一
マ
軍
人
綴
潤
(
実
在
織
年
)
が
3

と
う
と
、
老
人
デ
1
サ
ー
ビ
ス
を
一
移
動
で
き
る
程
度
)
な
た
め
、
日
一
な
お
、
昭
和
六
十
年
度
の
児
童
一
泊
軍
人
の
在
職
議
問
が
三
年
以
一
年
未
満
の
方

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
方
一
手
当
・
特
例
給
符
の
新
規
申
請
を
一
上
て
一
時
感
給
ま
た
は
一
時
金
一
請
求
用
紙
は
、
市
社
会
諜
管
理

こ
れ
は
、
市
内
の
老
人
福
祉
施
一
マ
事
業
内
容
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
一
受
け
付
け
て
い
る
。
一
を
請
求
さ
れ
て
な
い
方
は
、
一
係
(
市

設
に
、
体
の
弱
い
お
年
寄
り
を
お
一
食
事
サ
ー
ビ
ス
、
動
作
訓
練
、
輪
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
児
童
謀
児
~
申
議
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
あ
る
。

つ
れ
し
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
生
活
一
送
サ
ー
ビ
ス
、
生
活
指
導
等
一
葉
係
(
内
線
二
二
ハ
)
へ
。

指
謹
一
言
行
う
も
の
。
実
施
時
期
一
マ
費
用
金
事
代
実
費
一

は
、
夏
ご
ろ
か
ら
と
な
る
。
一
一
〉
申
し
込
み
先
市
街
校
総
務
課
一

マ
対
象
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
一
老
人
福
祉
係
(
内
線
一
一
一
九
)

こ
の
う
ち
、
在
職
期
間
が
断
続

0) 
0草輯 穫校務イ乍業員

く〉事事幾人員 男女、若子名

。資 格中学校以上を卒業した

満37歳以下の男女で、小中学校に

遜勤可能なJj。年齢は 9月 1日現

主主とする。

。応募潟麹 6 月 17S~26 臼

く〉串し込み 受験申込書(教育ご委員

会にある)写真をはり、教育霊委員

会総務課〔内練511) に提出す

る。

。試

保
母
や
看
護
婦

築
リ
の

社
会
福
止
ま
施
設
産
休
等
の
代
替

職
員
を
一
確
保
す
る
た
め
、
現
従
職

生
き
が
い
事
業
屈
で
は
、
新
規
一
作
業
が
で
き
る
方
、
械
金
、
神
地
袋
一
務
に
従
事
し
て
い
な
い
方
で
す
ぐ

会
員
を
募
集
し
て
い
る
。
一
な
ど
の
特
殊
技
能
が
あ
る
元
気
な
…
に
勤
務
可
能
な
方
の
登
録
を
受
け
一

会
員
に
は
、
市
内
在
住
、
六
十
一
お
年
寄
り
の
方
を
求
め
て
い
る
。
一
付
け
て
い
る
。
一

歳
以
ヒ
、
健
闘
胤
で
働
く
意
欲
の
あ
一
一
〉
受
け
付
け
毎
丹
第
I
'
第
3
一
マ
機
種
保
母
(
保
母
養
成
施
設
一

る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
な
れ
一
水
磯
田
午
前

ω時
一
を
卒
業
し
た
男
子
お
よ
ぴ
保
母
試
一

る
。
特
に
除
草
、
草
刈
り
等
の
軽
一
マ
場
所
平
塚
市
生
き
が
い
事
業
一
一
頓
に
合
格
し
た
男
子
を
含
む
)
、
一

市

民

繍

談

室

n
i一
一
一
一
内
線
一
一
丸
一
一
一

。
人
措
法
措
椙
毅

t
o月
日
目
(
火
)
、
ァ
月
2
日
(
火
)

。
行
政
苦
槽
堀
談
P

日
時
3
M時

。
一
般
法
樟
捕
談

6
月
却
日
(
木
)
、

6
月
白
日
(
火
)

7
月
4
日
(
木
)
、

7
月
9
日
(
火
)

予
約
制
(
篭
認
で
も
可
)
、
日
時
S
M時

。
資
錦
、
供
託
、
淵
盤
揖
談

7
月
四
日
(
壷
)
、
日
時
3
日
時

。
怯
噌
相
談

6
月
四
日
(
火
)
、
日
時
1
日
時

。
定
問
重
義

7
月
日
日
(
木
)
、
日
時
3
日
時

。
一
般
市
民
摺
鱗
憧
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
日

曜
・
抗
日
は
酷
く
)

〈
〉
浦
務
生
活
相
談

6
丹
羽
目
(
金
)
、
油
田
(
金
て

7
月
5
日

(
金
)
、
叩
時
3
日
時

。
鞄
明
帯
察
特
許
堀
談

7
月
8
日
(
月
)
日
時
4
3
日
時

。
下
輔
政
引
相
談

6
月
即
日
(
木
)
、
日
時
却
分
F13
国
時

お気軽にご利用を
車
問
少
年
相
談
塗
(
市
民
セ
ン
タ
ー
二
階
)ぉ
i七
一
一
一
二

月
i
金
曜
日
9
時
i
H時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

穣
U

粧

品

轟

お

j
一一三一一一一一一

〈Y
心
配
ご
と
繍
般
需
選
河
曜
日
(
第
五
を
除
く
)
、
日
時
1
日
時

。
母
子
糟
続
聾
趨
耳
目
1
金
曜
日
、
9
時
1
日
時
加
分

。
車
庭
先
聾
相
談
揮
週
月
3
金
曜
自
、

9
時
S
M時

。
高
齢
帯
職
難
相
談
聾
週
月
，
、
金
曜
日
、

9
時
四
分
1
同
時

土
噛
日
は
四
時
ま
で

。
輔
人
拐
殺
智
月
第
3
木
嘱
日
、
四
時
，
、
，
日
時
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環境異裏金常任委舞金

前田 発(公明党)

柳 lif il謹一〈社会党)

i堀 成(共産党)

l横山騒英〈自民ク)

|鈴木十四郎(新風ク)

i鈴木金次(新風ク)

符111 勝司(民社党)

神谷 隆(社会党)

和田桂司〈自民ク〉

明藤為抽〈新民ク〉

都市建設常怨重量窓会

土屋照久(社会党)

I

s畠 民雄〈新風ク)

!三上 正(共産党)

穂坂光俊(公明党)

相原捨拍(新風ク)

長駆洋三(民社党〉

豊島 勝(社会党〉

高梨年四郎(自民ク)

相j軍 法~ (自民ク)

{新風ク)

マ
横
内
中
学
校
出
鹿
市
川
連
動
場
新
築
一
一
躍
圏
へ
申
請
を
。
一

工
事
(
建
築
)
請
負
金
綴
一
億
一
な
お
、
昭
利
印
年
1
同
月

1
日
現
一

九
千
八
十
万
円
。
三
共
・
谷
地
建
一
在
、
抽
出
市
町
村
に
在
住
し
て
い
た
一

設
共
同
一
企
業
体
一
方
は
、
そ
の
市
町
村
で
発
行
し
た
一

マ
金
泊
公
民
館
新
改
築
工
事
(
建
一
納
税
通
知
蓄
を
持
参
の
う
え
一
、
直
一

築
)
請
負
金
額
一
一
億
六
千
六
百
一
接
教
育
委
員
会
へ
申
請
を
。
一

五
十
万
円
?
玉
縄
・
丸
山
建
設
長
一
ま
た
、
昭
和
白
年
中
の
所
得
が

同

会

業

泌

一

さ

申

告

の

方

は

、

必

ず

申

告

し

て

か
ら
調
書
を
議
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
。問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会

学
務
課
(
内
線
五
一
一
一
二
)
へ
。

皇室議委員

神谷 接氏

っく

総務経済常任重量E童会

委員長 i小林長治(民社党〉

菌'J委員長 i山口幸男(新嵐ク)

委 員 l悶元 寄{共産党)

11 奥山晴治(公明党)

11 高橋善事(社会党)

ノノ I i高輔盛笥(新風ク)
ノノ l木村 勝治(社会党)

刀 l小林誠一(自民ク)

刀 i総原輝吉{民社党)

11 片倉常夫〈自民ク)

教育民生常任議員会

落合良延(新風ク)

問中幸雄(共産党}

神保徳太郎(民社党)

後藤輝彦(社会党)

寓田常蔵(公明党)

加藤蛍宏(新風ク)

柳川芳徳(自民ク)

杉山和夫(新風ク)

藤揮後続〔自民ク)

教
科
書
の
展
示

崇
善
小
学
校
で

ゆっ

委員長

副委員長

委員

11 

11 

fノ

者ト

-たたみいわし 平理水窟加工組合組合長

高橋太七電話21-0899

※前もって注文を。品物がない場合がある。

・士 山 車平理市酒蹴協同組合加盟1:5

-平揮の里平壊なでしこ名葉会加盟鹿

⑧捻奨品の販売先と問い合わせ

・平埠七夕ふりかけ 畏苔金本届(千芯河岸)

篭昔話 22~O1l2

・七夕笹野笥遠州星〈諏訪町)

電話31~2574

・ミルクまんじゅう 高久製パン(主主町)

電話21~0754

・字盤きせんべい七夕 松林蛍(大島)

電話55-3344

・事遂のミエセタ輔り スター工芸(紅苔町)

電話22-1104

4 

お隣り同士のちょっとした心っ

かいで、生活車重苦は避けること

ができる。

担当環境保全課

市へのご意見や重要望、苦情などが

あったら、お気軽にお出かけを。

06!'l18El (火)
.14時~16時須賀公民館

・ 19時~21時須賀公民館

① 5月25図{火)

・ 10時~12時海岸地区会館
舗 14時~16時なでしこ会館

一・ 19時~21時花水公民館

① 7月16箆(火)

・ 10時~12時吉沢公民館

・ 14時~16時土産公民館



(4) 豊富裕60年 61'ヨ守 58ト会っか

平塚帯の宮軍部をi麗る「関東、トれあい選jの体懇所(びわ習少年の家村近)

平
山
雄
に
は
、
海
が
あ
り
、
川
が

あ
り
、
山
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
の
び
の
び
と
し
た
平
野
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

織
の
か
お
り
、
豊
か
な
流
れ
、

山
田
町
の
緑
は
、
自
然
の
ハ
ー
モ
ニ

ー
。
ま
た
、
市
街
地
の
公
園
は
、

緑
の
木
や
鮮
や
か
な
花
で
四
季
を

伝
え
小
鳥
の
さ
}
え
ず
り
を
遼
び
ま

す。
海
や
川
、
山
や
公
開
幽
は
、
私
た

ち
に
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
人
と

の
ふ
れ
あ
い
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

く
れ
る
の
で
す
。

今
月
の
一
7
1
マ
は
、
「
自
然
と

公
園
ふ
れ
あ
い
散
歩
」
。
海
や
山

で
、
そ
し
て
公
園
国
で
、
ふ
れ
あ
い

数
歩
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

事
件
解
決
に
は
、
あ
な
た
の
一
一
対
に
守
る
の
で
、
ご
協
力
を
。
一

秘
密
は
絶
て
平
塚
警
察
署
む

i
一
二
四
五

O
一

10時~12時

場平
前草壁
でま求

s 唱え

作家、医師〕

計起訴E時計五れわ。錯誤γ誇り帰 属鱗麟(足~ Qミーユ)Jム;;iFi昨日垣市)号A15白蝶持;時季語選出品
!iiiiIii!?iizjli 1i iii?なLiii足場1iii!?
弓号室童話;言語弓弓語講18:ち員長討議グ毎ffzj詰紅討争舎igfh事ii唱き
;;i量管2;T25詰含izh要素早22??;gii:tifiA35;152iE
;ijι;再if:??if再;?!?:51f?;:!i?!???!汀

6 fi 23 Eヨ(F! ) 
午前i]8 R寺から(小間決行)

とき

当日は、午前 7時に花火で予告の合図

雨天の場合は 6月30日に綴延

。J繋縛するところ
。自宅付近の道路

。広場、公習、子供の遊び場

。公共の場所

。平境構f挙

6 8 10 12 14 16 18 20 221J寺

16日金

17日こと

1888 …一一一一一一一一
19日月

柏田氏

自民ホ

22白木

23日金

24日土 一一-，一一
25呂田一一一一一一一ー一一一一
26日月 一一叩以外主申
27日大 し込みで懇談
28日本 + 

29自木 。
30詰金 家主家主審議
31日土 一羽一一一一一一一一ω 海臨時-11剖

一一

一
平塚市美化運動実施本部



一
マ
会
場
県
立
伊
勢
淑
ラ
イ
フ
ル

一
射
撃
場

一
[
〉
射
法
立
射
的
発

一
寸
会
費
一
千
二
百
円

市

内

に

お

け

る

小

学

生

の

遺

棄

が

、

四

月

以

降

急

増

し

、

一

か

月

の

照

に

十

件

発

生

し

一

申

し

、

ま

は

、

当

日

会

場

で

。

平
塚
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
民
随
一
問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
銃
出
回
火
葉

た

。

こ

れ

ら

の

霊

は

、

道

路

へ

の

飛

び

出

し

に

よ

る

も

の

が

き

、

十

人

が

重

軽

傷

を

魚

っ

き

は

、

盆

お

ど

り

雪

霊

一

活

(

電

話

れ

一

二

三

六

)

へ

。

て

い

る

。

も

う

一

度

、

家

庭

で

交

通

ル

!

ル

と

マ

ナ

ー

に

つ

い

て

話

し

合

い

、

交

通

事

故

の

当

講

習

会

を

…

開

催

す

る

。

一

一

銭
3
間
出
場
人
パ
ド
ミ

商

室

哲

と

な

ら

ぬ

よ

う

、

十

分

注

意

し

て

い

た

だ

き

た

い

。

マ

臼

一

時

6

月

一

言

(

火

)

午

後

一

-
時
か
ら
4
持
ま
で
一
ン
ト
ン
犬
舎
の
総
額
原

新

学

期

が

始

ま

っ

て

か

ら

一

か

正

乗

っ

て

い

て

交

霊

内

で

の

出

一

が

半

数

を

車

、

次

い

で

午

後

四

に

一

一

一

ッ

カ

}

ハ

ソ

フ

ト

ボ

ル

に

利

用

一

マ

会

場

見

町

台

武

道

場

一

五

月

十

六

日

に

見

附

台

体

育

館

月

の

問

、

市

内

で

小

学

生

の

交

通

一

会

い

頭

の

事

故

、

ロ

ー

ラ

ー

ス

ケ

一

時

か

ら

五

時

ま

で

、

午

後

一

一

一

時

、

一

一

一

一

ヵ

カ

を

/

で

き

る

。

テ

ニ

ス

コ

ー

ト

は

、

E
V曲
目
お
祝
い
裏
、
花
火
音
モ
第
一
日
一
回
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

事

故

が

十

件

発

生

し

た

。

…

l

ト

で

遊

ん

で

い

て

起

と

っ

た

事

一

ら

四

時

ま

で

と

、

夕

方

の

あ

わ

た

一

一

一

人

以

上

で

利

用

し

て

い

た

だ

く

。

一

頭

、

お

祭

り

ば

や

し

外

一

大

会

が

繍

か

れ

、

十

六

チ

ー

ム

三

こ
れ
ら
の
交
通
事
故
は
、
ど
う
一
故
な
ど
て
い
ず
れ
も
走
っ
て
き
一
だ
し
い
時
間
帯
に
集
中
し
て
い
市
民
の
平
和
な
善
寺
る
た
一
こ
の
ほ
ど
学
校
花
雪
ン
ク
l
一
小
学
校
…
利
用
回
開
始
は
、
八
月
一
白
一
…
十
一
一
入
が
棄
し
た
。
大
会
の
結

し
て
起
こ
っ
た
の
だ
る
っ
か
。
一
た
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
に
は
ね
一
る
。
一
め
、
平
塚
警
察
署
で
は
事
件
発
生
一
弘
行
わ
れ
、
八
幡
小
学
校
が
五
一
語
差
異
土
小
学
校
、
な
で
…
(
さ
か
ら
。
申
し
込
み
は
、
毎
一
少
女
ソ
フ
ト
ボ
一
果
は
次
の
と
お
句
。
〈
敬
語
〉

許
可
訴
訟
と
ら
長
十
善
意
み
一
は
!
日
告
五
一
日
昨
日
品
目
立
話
叩
一
号
車
小
学
校
勝
一
日
駐
日
一
i

ル大会開く一日間誌はま

占
め
て
い
る
。
次
い
で
、
自
転
車
一
言
、
守
後
五
時
か
ら
六
時
ま
で
一
て
官
、
四
年
生
と
一
年
生
が
…
官
会
主
げ
て
取
り
紐
ん
で

V
E曜
優
秀
賞
八
幡
小
学
校
一
マ
努
主
義
中
学
校
、
城
島
一
せ
ん
で
決
李
る
。
一
ス
ポ
ー
ツ
活
動
量
し
て
心
…
一
轟
空
会
話
校
組
(
市
役

1
3
j
1
1
1
I
l
i
l
i
-
-
?
?
?
;
ー
:
一
全
体
の
七
割
を
点
め
て
い
る
。
一
い
る
。
し
か
し
、
警
察
官
の
悲
…
マ
優
秀
賞
支
幸
校
、
吉
沢
一
小
学
校
、
金
田
小
学
校
一
問
い
合
わ
せ
は
、
(
株
)
小
松
一
身
と
も
に
健
や
か
な
子
供
書
で
一
彦
、
3
位
落
合
節
子
a

佐
藤

同
町
村
う
f

撃

弾

一

一

こ

の

交

喜

一

般

を

教

訓

に

、

交

友

ら

れ

て

い

る

。

…

l

i

l

l

l

i

-

-

ー

一

製

作

所

(

喜

一

一

一

一

こ

よ

う

と

、

第

四

間

少

女

ソ

フ

ト

ボ

一

裕

子

組

(

オ

l

ロ

ラ

)

吉
川
更

μ
議
撃
J

議

ダ

一

通

事

故

の

第

一

ろ

し

主

と

、

交

通

安

…

そ

こ

で

、

事

件

を

早

期

に

解

決

一

一

へ

。

了

ル

委

員

か

れ

る

。

一

町
議
盤
整
理
y
続
三
全
に
つ
い
て
家
族
み
ん
な
で

E
Zた
め

に

は

、

皆

さ

ん

の

長

一

金

自

小

学

校

一

議

勝

i
?
一

3
7
5
1線
人
卓
球
大
会
襲

柿

つ

一

守

点

翌

日

担

当

主

目

見

守

れ

れ

円

十

一

こ

ど

も

自

転

車

大

会

の

結

果

一

轟

覇

、

誠

一

許

可

ド

ー

か

ら

一

五

立

話

一

許

制
問
訪
市
ぷ
u
v
lわ
い
『
竺
こ
れ
か
ら
一
梅
雨
一

3
;一
の

皇

然

だ

が

、

そ

れ

以

上

長

一

一

調

欝

璽

/

/

一

言

喜

子

供

会

ま

た

は

各

一

か

れ

た

。

2
5、一
平
一
一

議
弘
津
島
議
関
ん
一
語
詰
一
九
百
時
計
三
話
料
時
三
日

7MAft-iめに一日刊誌は刊吐いき一転刊誌町山

愛
¥
Lノ
44

関
左
轟
角

J
一
一
の
尽
に
は
、
重
い
輩
を
さ
す
な
一
マ
事
件
の
発
生
を
知
っ
た
ら
、
直
一
第
十
回
交
遜
安
全
こ
ど
も
自
転
車
一
8
佼
小
田
利
之
、
9
位
五
月
一
こ
れ
か
ら
衰
の
旅
行
計
箇
な
ど
一
マ
締
め
切
り

65(日)
一
の
と
お
り
。

内

山

へ

す

ね

/

緩

真

髄

鱗

打

/

持

糊

一

ど

、

透

く

か

ら

で

も

E
Iつ
よ
う
一
ち
に
二

O
番
通
報
を
一
平
塚
大
会
が
、
五
月
二
十
五
尽
に
一
斉
之
、
担
望
党
(
以
上
一
て
警
セ
ン
タ
ー
の
慾
早
大
一
マ
申
し
込
み
先
日
終
台
体
長
マ
翼
賛
2
依
横
内
、

…

出

吉

元

議

窃

一

一

一

軒

町

民

主

主

日

間

に

あ

っ

き

必

ず

J
J片
付

守

三

重

小

)

一

時

打

明

言

、

一

E
百日

H
H
H
Hド

…

二

五

し

¥

蝿

〆

一

畿

電

一

す

子

供

が

き

な

る

が

、

で

き

る

…

ヤ

語

に

つ

い

て

警

告

一

八

十

四

人

が

晶

子

加

一

、

金

呂

喜

一

小

松

製

作

所

が

…

主

売

し

て

い

る

。

霊

で

も

「

j
i
l
l
-
i
i
J
J

一
だ
け
明
る
い
色
の
も
の
を
持
た
せ
一
た
り
し
た
こ
と
は
す
ぐ
霊
を
一
チ
よ
産
倒
的
な
強
さ
を
み
せ
一
運
動
広
場
開
開
放
一
予
約
を
受
け
付
け
て
い
る
の
で
、
一
一

ξ

相

時

四
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位
キ
裏
魚
占
吉
し
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弓
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〈
薮
敬
称
略
惣
〉
こ
一
…
お
お
草
同
単

z
平

zめに
申
し
込
み
を
。
一
益
一
長
築
剖
三m

謀

措

三

町

品

宝

主

主

一品喧

一
T
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U

じ主起計叶
…
る
方
と
そ
の
扶
養
家
族
の
方
で
、
一
る
。
平
均
寿
命
が
延
び
て
い
る
現
一
向
日
、
3
位
金
問
自
転
車
ク
一
ど
従
業
員
の
淳
生
施
設
で
あ
る
道
一
に
は
、
特
急
座
席
車
向
で
「
っ
く
み
ー
山
口
跡
日

U
除

怖

か

午

怖

漕

ト

あ
な
た
の
健
康
を
守
る
安
心
料
一
議
室
療
制
度
の
届
け
出
を
さ
一
斉
請
求
は
慎
重
に
。
一
ラ
ブ
A
、
皇
宮
、
5
位
一
動
広
場
が
襲
さ
れ
る
と
と
に
な
一
豊
富
帰
り
ま
粛
し
て
い
一
一
五

L
F
叩

訂

規

立

話

臨

一
れ
て
な
い
方
は
、
市
保
険
年
章
一
V
減
額
さ
れ
る
率
O
歳
。

2
1横
内
小
学
校
A
、

6

位

金

目

白

一

っ

た

。

一

る

。

こ

れ

は

、

平

議

官

万

一

博

一

一

一

織

欄

日

制

州

市

川

州

主

主

?

諮

問

会

社

へ

勤

め

て

い

る

方

や

そ

の

一

税

の

号

室

し

ま

た

最

高

一

へ

事

雪

。

一

議

お

れ

も

お

れ

一

転

車

ク

ラ

ブ

c

了

の

運

動

広

告

右

翼

七

十

一

実

駅

ま

で

直

喜

で

あ

る

一

一

一

灯

台

目

立

如

何

日

間

部

事

軍

司

法

一

一

市

場

一

一

一

一

元

凶

作

村

山

一

時

計

五

金

一

一

世

目

立

甘

い

一

日

日

一

日

一

日

時

間

民

主

計

一

一

一

昨

…

一

品

一

一

一

路

た
め
に
、
震
健
康
保
険
の
制
度
一
ま
ら
の
繰
入
金
等
も
増
額
し
て
一
一

l

一
3
位
杉
山
美
?
位
網
代
一
ウ
ン
ド
は
、
少
年
野
球
、
少
年
サ
一
語
一
二
三
O
)
へ

。

「

ド

1
M
M什
い
ん
川
に
門

が
あ
る
。
一
い
る
が
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
一
関
民
年
金
の
老
齢
年
金
と
通
算

国
民
健
緩
保
険
は
、
皆
さ
ん
が
一
だ
く
保
険
税
が
そ
の
基
本
と
な
一
老
齢
年
金
は
、
原
則
と
し
て
六
十

納
め
る
保
険
制
制
と
、
密
a

県
か
ら
一
る
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
一
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
。

の
支
出
金
、
市
の
一
般
会
計
か
ら
一
な
お
、
昭
和
六
十
年
度
協
民
健
一
し
か
し
、
年
金
を
受
け
る
条
件

の
繰
入
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
一
康
保
険
税
納
付
書
は
、
六
月
初
め
一
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
六
+
歳
か

る
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
来
、
本
一
に
送
付
し
た
。
納
期
内
に
、
必
ず
一
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
荷
な
ら
、
い

市
の
国
民
健
康
保
検
で
一
診
療
を
受
一
納
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
つ
で
も
繰
り
上
げ
て
務
求
す
る
と

け
た
援
療
費
は
、
被
保
険
者
の
高
一
問
い
合
わ
せ
は
市
保
険
年
金
課
一
と
が
で
き
る
。

齢
化
と
と
も
に
、
際
学
・
援
薬
等
一
保
険
税
係
(
内
線
二
四
八
)
へ
。
一
ぺ
た
し
、
こ
の
繰
り
上
げ
請
求

の
進
歩
に
よ
る
受
話
件
数
の
増
加
一
一
に
よ
る
年
金
の
額
は
、
六
十
五
歳

な
ど
文
書
の
一
途
を
た
ど
二
退
職
者
医
療
制
一
に
な
つ
だ
と
き
に
受
ゆ
ら
れ
る
額

て

い

る

。

一

度

の

届

出

を

一

か

ら

、

支

給

を

希

望

す

る

年

齢

に

こ

れ

に

対

処

す

る

た

め

、

こ

の

一

一

応

じ

減

額

さ

れ

た

額

と

な

る

。

そ

ほ
ど
や
む
を
得
ず
飼
民
健
康
保
険
一
国
民
鍵
康
保
検
加
入
者
の
う
一
し
て
、
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き

し五

平
塚
市
パ
ラ
部
会
で
は
、
父
の
…
が
設
け
ら
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

一
日
に
先
だ
ち
、
パ
ラ
の
花
…
子
東
一
来
場
を
。

一
(
三
本
…
束
)
を
無
料
一
配
布
す
る
…
マ
日
時

6
月
四
日
(
土
)
午
後

一
こ
と
に
な
っ
た
。
一
2
時
(
雨
天
の
と
き
は
頚
臼
)

て
い
た
だ
き
た
い
。
一
当
臼
は
、
パ
ラ
の
花
三
十
種
判
明
…
之
江
場
平
塚
球
場
前
庭
パ
ラ
回
国

ま
た
、
自
転
車
に
乗
る
人
は
、
一
の
震
ぷ
と
、
頭
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー

傘
を
さ
し
て
乗
ら
ぬ
よ
う
、
十
分
一

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ご詑

八、
d

附官ト

ノ，

F
ノ

コ
ン
み
ノ
j

ル
で

<)プロ野球イースタン

・6月 15日(土) 18時大洋一臼本ハム

・6月四日(臼) 14時大洋日本ハム

7月 6日(土) 18時大洋一巨人

• 7月?巴(日) 14時大洋佳人

。平塚市野球協会大会

• 6月30日(日) 9時春季大会

。高校野球神奈川大会

・7月 14日(臼) ~7 月 26 日(金)

日曜日 9時、 11時四分、 14時

平日 12時、 14時間分

教事琴講演会
日持 7月11Eヨ(木)午前
会議中央公認鍍ホーjレ
言講演 待つこと開くこと

講師なだいなだ(1'

主樺平理市教育委員会

中央公民館 (34~2111)

十
門
が
必
要
。

時間 6 

1自オミ

2日金

3日土
4日日-

5日月
6田火
78本
8白木

98金

10白土
11日自由町一

12日月

沼田火

14日オ丈

15日*'

問
自
に
調印会を開く

く〉関霊堂期罪悪 7J苦 1悶~昌男31<ヨ 午鈴9時~午後4時30分
・入場料小中学生80問、高校生以上200円

・交遜室哲内 ①青霊域ヶ丘ブーJレー 駅南口からパス 2番組市内回り「市営ブール

煎」下車 ②湘南海岸公薗ブーJレ 向上のパスで「湖南海岸公閤jで下車。

楽 7月 2Eヨから20臼まで、学校ホ詠教室が締かれるので、ご了京を。また、 8月 6

日の湘南海岸公豊富ブールは、

主毘当 地域づくり課

5月は第 2、4月曜日

E'lE首lこ科F脅できます。(書華料鰯放)
開放穣囲 卓球、パドミントン、バスケット、

軟式庭球(13-....16時)、パレ (16-戸20時〉

※各種留とも、ラケット、シャトル、ボーJレは

必ず名自持事を。(体育館には用意してありませ

んノ)

5月24箆 (汚)午後1時~喜善寺
7汚15日(月)グ
7J''l2雪羽 {月) 11 
運動のできる服装で害加し、上はき用の運動

ぐつを用意してください。(館内はヱ足離禁で

す。)輯技場内での猷貴は禁止です。

担当体膏親轡酷31-3060

床下の薬剤散布臼程

{土盤地区]

6 }:j17日 大寺分自治会

6 F318日 大庶子分自治会
6月19日 惣額分自治会、上惣額自治会

E八幡地区]
6月21日 尼沼自油会
6月22日 上町自治会、高野町自治会、情野町

自治会、松葉町自治会、平理ニュー

ライフ自治会

6月24日 田端自治会、組町自治会
6月訪日、 266 塩戸自治会

{真土地箆]

6月27日 大真土東第一自治会、大築土東第二

自治会、古糞土日産自治会

6月29臼 大真土西自治金、吉真土北町自治会

7月 16 大真土三苔・古真土入町自治会
7月 26 今夏車自治会、今里南自治会、今盟

西自治会

[神田地区〕

7月 36 大神第一自治会、大神第二自柏会

7月 4日 大神第三自治会

7月 56 大神第四自治金、吉牒自治会
7月 6日 田村第…自治会、植竹田地自治会
7月 8日 田村第二自治会、田村団地自治会
7月 9日 田村第三自治会、宮の前性宅自治会
7 f:ll0呂 田村第四自治会、サンシャイン平場

自治会、芳和レジデンス自治会

7月日日 田村第五自治会、田村第六自治合

7月日呂、 15日、 16日 捕内自治金
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申
し
込
み

7
月
1
日
か
ら
7
一
O
向
問
い
合
わ
せ
允
教
育
委
員
会

一
月
初
日
ま
で
に
往
復
は
が
き
で
一
社
会
教
育
課
(
内
線
五
七
回
)

一
ポ
又
タ

i
作
文
の
募
集

一
国
連
協
会
平
塚
支
部
で
は
、
国
て
ポ
ス
タ
ー
小
・
中
学
生
(
羽

一
線
連
合
の
活
動
や
国
際
環
終
国
一
ツ
盟
、
高
校
生
(
半
さ
い
)
、

一
響
力
に
つ
い
て
表
現
し
た
ボ
ス
一
大
学
生
・
一
般
街
道
ま
た

一
タ
!
と
作
文
を
募
集
し
て
い
る
。
一
は
単
さ
い
)

i
一
O
一

一

一

)

マ

日

程

9
月
時
一
回
か
ら
ロ
月
日
一

7
テ
ー
マ
軍
縮
と
平
和
、
国
際
て
作
文
宏
宇
生
の
み
(
四
古
学

ヤ
テ
ー
マ
潤
い
あ
る
生
活
の
た
一
臼
ま
で
の
水
曜
日
(
全
5
邸
)
一
環
解
・
間
際
協
力
、
同
国
速
の
精
神
一
一
諮
問
即
時
楠
岡
市
紙
3
枚
以
内
)

ら

め

の

教

養

講

座

あ

て

時

間

午

前

日

時

5
午
後
2
時
一
や
洛
動
、
投
界
の
人
口
・
食
糧
・
一
マ
応
募
方
法

7
月
初
日
(
土
)

か
す
内
容
や
さ
し
い
英
会
話
、
燈
一
(
昼
食
持
参
)
一
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
公
一
ま
で
に
市
地
域
づ
く
り
課
市
良
文

概
史
散
歩
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
七
一
マ
対
象
成
人
犯
人
一
苧
環
境
問
媛
、
国
際
青
年
の
年
一
化
係
(
喜
一
言
)
へ
。

咋

笠

焼

、

文

学

に

親

し

む

ほ

か

一

マ

教

材

費

五

否

問

一

マ

種

別

・

規

格

一

ト
マ
日
程

9
月
日
比
臼
か
ら
日
月
日
山
一
マ
申
し
込
み

7
月
日
臼
ま
で
に
一

た

臼

ま

で

の

土

曜

日

釜

山

回

二

往

復

は

が

き

で

一

昔

罷

り

入

醐

h

・
時
間
午
後
1
器

分

3
3時一
O
重

量

轟

(

干

矧

平

塚

市

一

日

i
f〈
J
、

ニ

お

分

一

達

上

ケ

丘

m
m
a電
話
お

1
0
一
第
八
回
ひ
ら
つ
か
市
農
の
入
選

h

マ

対

象

成

人

初

人

一

九

四

一

ニ

)

一

者

が

決

ま

っ

た

。

〈

敬

称

号

コ
マ
教
材
費
一
千
五
百
円
一
円
V

テ
ー
マ
初
心
者
の
た
め
の
食
一
{
欝
滋
}
応
募
六
十
八
点

マ
申
し
込
み

6
月
mu
臼

ま

で

に

一

品

加

工

一

・

市

農

大

賞

小

川

域

外

(

入

野

)

は

が

き

で

一

マ

内

容

ア

イ

ス

ク

リ

ー

ム

、

手

て

市

長

賞

石

井

栖

議

(

関

村

)

も
の
。
今
年
は
、
一
一
一
校
で
行
わ
れ
一
盛
事
塚
韓
議
臨
子
校
(
干

m
u平
で
っ
ち
そ
ば
、
バ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、
一
'
議
長
賞
小
泉
宇
開
閉
(
御
殿
)

る
。
申
し
込
み
は
、
住
所
、
氏
一
塚
古
一
明
治
縄
五
九
0
・
篭
諮
問

i
一
ジ
ャ
ム
缶
詰
、
肉
の
加
工
ほ
か
で
教
育
委
員
会
賞
襲
猶
畦

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
蕃
号
を
一

O
四

五

六

)

一

マ

臼

稜

9
月
7
日
か
ら
日
月
お
一
{
東
京
都
)

明
記
の
う
え
、
開
設
す
る
コ
ミ
ュ
一
一
〉
テ
ー
マ
襖
札
慨
を
学
び
共
に
生
一
日
ま
で
の
土
纏
臼
(
全
6
回
)
一
{
絵
頭
}
応
募
九
十
七
点

ニ

テ

イ

ス

ク

ー

ル

校

へ

。

多

数

一

き

ょ

う

了

時

間

午

後

1
時
泊
分
1
3時
一
・
市
由
駒
大
賞
小
川
道
子
(
御
殿
)

の
と
き
は
拾
せ
ん
と
な
る
。
一
マ
内
容
心
身
糠
害
者
が
安
定
し
一
初
分
'
市
長
賞
宮
入
芳
夫
(
寒
川
町
)

。
五
領
ケ
台
高
校
(
干

m
l
u平
一
た
生
活
安
営
む
に
は
、
生
活
と
権
一
マ
対
象
成
人
加
入
・
議
長
賞
萩
原
泰
一
(
河
内
)

塚
市
片
悶
九
九
一
一
・
篭
諮
問
四
一
利
、
脇
陣
筈
教
育
雑
感
ほ
か
ヤ
教
材
由
貿
一
一
千
円
・
教
育
委
員
会
賞
石
井
宏
備

移動図書館あおぞら号の日程
一一一一一一一一一一一一一一一一一一寸一一一一一一一千一一一一一一

111811 7 JJ 2 U 

111811 711 2 fl 

/119 fl 7 JI 3日

月20I1 7)J 4 fl 

yJ2011 711411 

6)12nJ 7JJ5fl 

i毎 'ft: 可予 I 6 1125 fl 7 11 9 日
※種目公民館 I 6 Jl25日 7 JJ 9 II 
※出村ちびιつ子広場 I6 J12611 7パ10l! 
域島公民館 ! 6112711 7 J111EI 
※問崎公民館 I 6月27什 7 JJ1HI 
※金IfI公民館 1 6112811 7 JI1211 

・梼設時間 13時30分 -14時30分。※印は15時

-16S守

・雨天のときは中止となる。

マ
最
優
秀
賞
「
ご
み
ひ
ろ
い
ひ

ろ
う
心
が
傍
づ
く
り
」
小
椋
康
了
間
期
間

6
月
初
日
1
6月
お
日

祐
(
松
延
小
4
年
)
一
{
第
三
闘
う
ち
ょ
う
欝
展
}

(
山
下
)
マ
優
秀
賞
鈴
査
車
仁
矢
野
小
一
相
撲
-
っ
ち
ょ
う
ム
閥
会
の
会
員
が

{
工
芸
〕
応
募
百
十
二
点

3
年
)
、
高
毅
真
由
美
(
城
島
小
一
集
め
た
う
ち
ょ
う
開
聞
の
湊
示
。

-
市
展
大
賞
匹
沼
揚
け
T

(
東
京
一

4
年
)
、
寒
河
江
智
子
(
金
田
小
一
・
期
間

6
月
幻
自
1
7月
2
日

都

)

一

4
年
)
、
見
窟
律
子
(
松
が
丘
小
一
{
第
お
周
平
塚
七
夕
ま
つ
り
}

-
市
長
賞
山
町
出
秀
雄
(
下
吉
沢
)
一

4
年

)

一

慾

代

の

ミ

ス

七

夕

、

七

夕

の

女

・
議
長
賞
中
野
幸
雄
(
湯
河
原
一
{
小
学
校
5
・
S
年
の
部
〕
一
王
等
の
写
真
を
展
示
す
る
。

町

)

一

円

V

最
優
秀
賞
吋
き
れ
い
な
町
あ

7
期
間

7
月
4
日
1
7月
9
5

布
教
育
委
員
会
賞
小
沢
和
校
一
な
た
の
手
か
ら
努
力
か
ら
」
高
一
{
戦
災
資
料
展
}

(

藤

沢

市

)

一

橋

靖

子

(

金

自

小

6
年
)
一
市
内
に
あ
る
関
係
資
料
を
中
心

{
写
真
}
応
募
百
四
十
四
点
一
マ
優
秀
焚
内
田
美
彦
、
宮
田
強
一
に
展
示
す
る
。

・
市
渓
大
賞
堀
川
健
次
(
八
機
)
一
(
以
上
金
田
小
6
年
)
、
板
描
一
裕
一
・
期
間

7
月
U
B
S
7
汚
同
日

・
市
長
賞
者
再
進
(
茅
ケ
崎
市
)
一
之
(
み
ず
ほ
小

5
5、
薬
島
俊
一
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

-
裁
量
松
下
喰
史
(
雲
市
)
一
室
(
真
土

J
陪

j

一
実
公
民
館
員
-
ギ
ャ
ラ
リ
ー

E

教

育

委

員

会

賞

杉

重

ニ

ヘ

f刊
〆
一
へ
ご
来
事
を
。

豊
昭
和
豊
度
末
に
お
け
る
石
室
確
な
も
の
と
認
め
ら
れ
古
監
査
の
種
類
事
監
査
(
地
一
一
致
し
、
重
は
望
に
行
わ
れ
一
(
河
内
)
了
、
i

市

山

崎

同

時

風

土

{

平

塚

憲

章

重

制

品

詩

必

十

日

日

間

一

官

公

表

第

87R2日
}

一

日

日

時

九

十

九

条

第

一

一

一

三

い

れ

れ

い

説

れ

れ

い

い

一

衡

を

き

れ

い

に

一

ぷ

νwv一
一

臨

時

計

日

理
事
務
。
一
ャ
霊
の
種
類
議
監
査
(
地
一
マ
監
査
の
対
象
と
し
た
事
項
及
び
一
て
各
喜
朗
に
つ
い
て
、
章
一
す
る
入
選
標
語
一
岳
民
プ
ラ
ザ
ヂ
六
一
一
一
…
一
九
一
室
・
陶
芸
4

震
]

中
盤
軍
事
室
期
間
悪
霊
一
方
{
国
治
法
第
百
九
十
九
条
第
一
ニ
項
一
課
(
か
い
)
の
義

ω
昭

和

一

重

察

(

甲

)

と

照

合

・

実

李

一

一

{

平

塚

署

産

品

、

・

露

6
月
初
日
1
6月
習

3
月
幻
臼
か
ら
向
一
年
4
月
5
臼
ま
一
に
よ
る
監
査
)
一
的
年
度
末
に
お
け
る
財
産
管
理
事
一
又
は
た
な
卸
し
の
立
ち
会
い
等
を
一
街
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
こ
一
品
展
〕
・
持
関
午
前
9
碍
5
午
後
6
時

で

。

一

マ

監

査

の

対

象

と

し

た

隷

(

か

一

務

の

う

ち

窓

口

現

金

の

管

理

事

務

一

行

っ

た

葉

、

管

理

は

適

正

に

竺

の

様

語

コ

ン

ク

ー

ル

が

行

わ

れ

一

薬

会

松

長

会

合

選

マ
撃
手
続
平
塚
市
監
査
基
準
一
い
)
の
名
称
秘
書
謀
ほ
か
義
一
重
税
課
外
2
課

(

か

い

)

。

一

わ

れ

て

い

る

も

の

と

認

め

ら

れ

一

セ

審

査

葉

は

次

の

と

お

り

。

-

内

容

臼

本

裏

一

に

よ

る

。

一

(

か

い

)

一

ω
昭

和

ぬ

年

度

末

に

お

け

る

〈

敬

称

略

〉

・

期

間

同

7
月
9
日
1
7月
日
白
一

マ
監
査
の
葉

ω
有

価

証

券

一

マ

監

査

の

護

憲

昭

和

理

一

露

軍

事

務

の

う

ち

貯

蔵

品

事

校

3
・

4
の

設

・

時

間

午

誌

マ

午

後

4
時一

及
び
出
資
註
券
の
管
理
事
務
に
つ
一

3
月
幻
臼
か
ら
一
向
年
3
月

初

日

ま

一

(

消

耗

品

、

薬

品

、

燃

料

等

)

の

一

い
て
市
長
及
び
収
入
役
か
ら
捷
一
で
、
及
び
同
年
4
月
5
日

。

一

管

理

事

務

織

員

課

外

泊

諜

(

か

一

出
さ
れ
た
証
券
・
出
資
権
利
台
様
一
守
監
査
の
手
続
平
塚
市
監
査
基
一
い
)
。

と
有
価
証
券
務
理
簿
等
を
照
合
一
準
に
よ
る
。
一
マ
監
査
の
笑
絡
期
間
昭
和
田
年

し
、
金
融
機
関
等
の
保
管
場
所
に
一
マ
厳
査
の
対
象
と
し
た
要
項
、
範
一

3
月
お
日
か
ら
向
年
3
月
初
臼
ま

お
い
f
h実
変
し
た
結
果
、
管
理
は
一
閉
山
及
び
結
果
昭
和
的
年
度
末
に
一
で
、
及
び
同
年
4
R
5臼。

通
廷
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
諒
一
お
け
る
財
康
管
理
事
務
の
う
ち
、
一
円
V

監
査
手
続
平
塚
市
監
査
基
準

め
ら
れ
た
。

ω
基
金
の
管
理
一
重
要
物
品
の
一
管
譲
事
務
。
良
好
に
一
に
よ
る
。

事
務
に
つ
い
て
市
長
及
ひ
収
入
一
管
現
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
一
マ
厳
査
の
結
果

ω
窓
口
現
金

役

か

ら

提

出

さ

れ

た

基

金

品

援

と

れ

た

。

一

の

管

理

事

務

に

つ

い

て

現

金

を

預
金
残
高
証
明
書
を
照
合
し
た
結
一
{
掠
査
公
表
第

9
号

5
月
2
一
実
査
し
、
証
拠
欝
類
と
照
合
し
た

菜
、
金
額
は
一
致
し
年
度
示
現
荘
一
日
]
一
結
果
、
取
り
扱
い
件
数
・
金
額
と

-投事臼 7月14日までむ土、日噂日

・入場料 100円

世火山の活動

三宅島などの火山田活動と、博岩、火山弾

や火山灰などの噴出物について麗示ずる。

・期間 7.F.!30日(火)まで
・場所寄贈品コーナ

・体鯉日 露濁月曜日、月末

暦博物館 〒2545:議開町1ト 41婚話33-5111

官ボランディア事事長立都む蕊

ボランティア活動を始める高校生むための

ボランティア基礎調底。(申し込み制)

・日種 7月四日(火}、 7月24日(水)、 7

月27日(土}、 7J'328日{日)

・時間 10時-]7時 (278は13時~日時)

・対象高校生30人

食休輯日 毎週月輔自

官膏卦年金舘

千2545~亀関町12-41 宮軍縮32-7029

-場所博物舘科学教室

・申し込み 7月13日まで位性揮はがきで。

多数のときは、抽せんで40人。

官サマーセミナー

土屋地区田白熱や人々の生括を親察する。

日韓 8月 78 (7]<.) ---8月 9日{金〕

2泊 38

-場所土畳「七爵荘J

・対象 小学校5年生~中学校3年生

・参加費 5，000円(貴費、宿泊費等)

・申し込み 案内曹をお読みのうえ、 7月 8
日までに博物舘へ。案内曹は畳付で配布し

ている。郵送希望者は、 60円切手間封むう

え申し込みを。

官フeラネタリウム

今月のテーマ「星鹿田中心太鵠」

小賎・文学

本臼は悲艇なり 赤111次郎

テニスボーイの軍軍事曹 村上龍

ジョゼと虎と魚たち 田辺聖子

寂庵説法 瀬戸内晴美

ストロング・メディスン

アーサー・ヘイリー

ティヴィット・ヤロップ

連雄三紀彦

永六輔

堺屋太一

五木寛之

法主暗殺

タ萩心中

この本ください f
世紀末の風景

忘れえぬ女性たち

家庭・生活

ラー、メン 日本ラーメン研究会

これからのきもの 大壇末子

棄しい野菜づくり 榔主主民

盆栽培養ハンドブック 椀原著書腐

擁呆老人の理解とケア 室伏君士

辻留貴の美器の美 辻

ドール7 エイス手芸 内藤

いざというときの病院ガイド

保健{司人社

社会科学・その他

アフリカのトットちゃん

救え、アフリカの子どもたち

黒柳徹子

小学・中学・高校生 早乙女勝元

包みの文化 額回厳

科学万博から何を学ぶか飛間健

地域経済活性化の戦時阿部統ほか

三人で本を読む 丸詩才ほか

神話ザ・ピートルズの飛期

デゾ・ホフマン

※この外にもいろいろ新しい本が沢

山あります。

官自然観察入門稽座

「貝化石を調べようJ
ニ富趨と大醜潤の貝化石を調べる。

・日程 7月24日(水)、 7月25日(木)、 7 

Fl27日{土} 甫天中止
・時間 9時-1邸時
・場所大磯町虫窪、大輔町田小融、博物輯

・対象 小学校4年三位以上
・申し込み 7月10日までに役謹はがきで。

多数のときは、抽せんで30人

古体験学聖書「雪量から綿こと」

置からを揮って、虫かごを作る。

・期日 7月25日〈木〉

官時提酒会

。6.F.116日{自) 10時、 14時 ・3階ホール
「撞かなる山の呼び声」カラー 2時間 4卦

出揖は、高倉韓、借'I't千恵子、謹望清、武

田酷矢ほか。

官 16ミリ峡君主機務鷲会
・日程 6月羽田(金)-6月22日(土)

・時間 9時四分-16時
・テキスト代 500円

・持書するもの 昼貴、はさみ、筆記用具

・申し込み 留番館視聴覚ライブラリーへ

世カード隠録の利用唱を

読みたい本をさがすとき、またE盟事舘にど
申ような本がある由か調べるときは、カード

自輔自ご利用を。自揖は、寄名、著者名、分

掴回揖の 3種類カ守備えてある。
・曹名がわかっているとき→曹名図鑑

・本を書いた人がわかっているとき→著者名

自揖

・宗教、教育、動物といった特定の課題につ

いて調べたいとき→分頼回揖

合体輔自 揮週月曜日、月末

なお、休輯日が一回でわかる務審舘カレン

ダーを用意してある。ご利用を。

合図書寄措 キ254~亀聞町12-41電車時31-0415



7 J事プヨレン'

と

日

一

の

う

え

、

毎

年

、

自

分

の

一

誕

生

百

円

?

:

間

ト

旧

世

L
王
者
協

/
a

一

に

必

ず

受

け

る

よ

う

に

し

よ

う

。

一

減

り

治

る

病

気

と

な

っ

た

。

初

却

}

一

丸

、

、

J
B
ニ
i

d

a

一
受
診
の
際
は
、
保
険
証
を
持
参
一

'

J

し
か
し
、
毎
年
、
全
国
で
6

5

由

時

タ

一

一

降

9

M

調

理

器

具

の

殺

菌

消

毒

を

一

す

る

。

ま

た

、

健

康

手

厳

密

交

付

一

叫

万

人

も

の

入

が

発

病

し

て

い

一

同

時

五

一

さ

れ

た

章

、

健

康

手

管

室

一

い

る

。

う

つ

っ

て

も

病

気

に

な

レ

か

悶

Y
捕

手

作

り

の

家

庭

料

理

は

、

愛

情

一

後

に

保

つ

。

庫

内

の

内

容

量

は

、

一

れ

な

く

。

一

い

る

の

は

、

体

の

抵

抗

力

が

弱

イ

制
問
齢
相
あ
ふ
れ
、
心
温
ま
る
も
の
だ
が
、
一
初
訂
以
下
に
保
つ
O
Rに
一

時

一

な

お

、

四

月

は

八

百

十

六

人

の

一

…

っ

て

菌

の

繁

警

官

抑

え

切

れ

一

妊

6

よ

と

衛

生

奇

の

注

意

は

行

き

届

い

て

い

一

庫

内

の

清

掃

き

っ

。

一

方

が

受

診

し

て

自

分

の

健

康

状

一

一

お

な

い

持

な

ど

て

塁

、

中

一

象

時

分

場

し

ト

一

る

だ

ろ

う

か

一

マ

問

い

合

わ

せ

平

塚

保

健

続

食

一

態

を

織

か

め

て

い

る

。

一

~
V
M

高
年
者
に
発
病
が
多
く
な
っ
一

ナ

記

事

問

て

」

れ

か

ら

、

童

、

多

湿

の

季

一

品

衛

生

諌

一

問

い

合

わ

せ

は

、

市

健

康

諜

口

組

て

い

る

。

一

一

刊

誌

記

持

田

町

一

鍵

康

教

室

で

す

一

(

内

線

一

一

五

九

)

へ

。

一

子

た

く

諸

説

日

…

が
、
調
理
器
具
な
ど
に
付
着
し
繁
一
マ
更
年
期
の
す
ご
し
方
一
休
日
の
急
病
は

T

Q

じ
ん
減
、
骨
、
リ
ン
パ
…

殖
し
な
い
よ
う
注
意
し
よ
う
。
十
7
月
3
日

書

公

民

館

(

議

工

芸

診

療

所

へ

一

…

絵

核

の

検

診

を

勝

、

警

織

な

ど

室

長

一

マ

手

洗

い

の

励

一

行

①

子

引

け

ん

で

一

師

熊

谷

之

孝

医

飾

)

一

一

…

結

核

は

結

核

萄

に

よ

り

人

が

る

こ

と

も

あ

る

。

症

状

と

川

よ
く
洗
い
、
水
道
の
水
守
護
し
な
て
す
こ
や
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
家
一
休
日
、
急
病
に
な
っ
た
と
き
に
一
…
か
ら
人
へ
伝
染
す
る
病
気
で
し
て
、
け
会
選
、
食
欲
不
一

が
ら
汚
れ
を
洗
い
流
す
。
②
次
に
一
(
老
人
の
心
と
体
、
い
ざ
と
い
う
一
は
、
休
日
急
患
診
療
所
へ
直
接
来
プ
あ
る
。
ひ
と
昔
前
は
、
死
闘
様
、
体
重
減
少
、
微
熱
、
寝
一

逆

書

け

ん

の

霊

毒

事

の

一

時

の

看

護

)

一

雪

れ

る

か

、

霊

長

室

。

一

の

第

一

宅

図

書

と

い

汗

な

ど

全

身

症

状

の

ほ

か

、

…

ひ
ら
に
の
せ
、
よ
く
も
み
洗
い
を
一
・
7
月
3
日
、
凶
日
登
回
公
良
一
マ
所
在
平
塚
市
中
間
毘
M
l
口
一
わ
れ
た
い
へ
ん
恐
れ
ら
れ
て
澄
枕
す
る
せ
き
、
た
ん
、
胸
…

し
、
洗
い
流
す
。
③
乾
い
た
清
潔
一
館
(
講
師
中
村
洗
底
部
)
一
(
春
日
野
中
学
校
北
側
)
一
れ
い
た
。
痛
な
ど
だ
が
、
は
じ
め
は
白
レ

な
タ
オ
ル
で
ふ
く
。
一
マ
持
問
は
い
ず
れ
も
午
後
1
降
初
一
マ
電
話

M

O
一
一
一
一
一
一
一
近
年
、

B
C
G接
績
の
普
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
J

マ
謁
環
器
呉
の
命
生
ま
な
板
等
一
分
か
ら
3
時

ま

で

。

一

一

〉

受

付

時

間

一

い

及

、

栄

養

の

改

善

、

抗

結

核

く

、

年

一

屈

は

、

必

ず

検

彰

レ

間

立

日

時

、

の

日

間

的

一

子

一

防

接

種

カ

レ

一

一

日

間

品

料

以

問

日

一

…

4
1
1
-
1
1
1
1
1
:
-
i
i一」
1
1
1
1
1
4
…

醤

消

毒

が

必

要

で

あ

る

。

一

ン

ダ

i
を

配

布

一

・

高

午

後

7
マ
凶
器
分
一
る
。
語
、
夜
間
は
、
小
田
科
一
(
内
線
二
四
回
)
へ
。
郵
送
の
一
場

①
一
日
光
に
よ
る
方
法
臼
光
に
一
一
昼
間
の
診
療
科
呂
は
、
小
児
一
内
科
、
外
科
を
行
う
。
一
合
は
、
必
ず
現
金
書
留
で
。
な
お

よ
く
当
て
て
十
分
乾
燥
さ
せ
る
ロ
一
予
防
接
穣
カ
レ
ン
ダ
ー
が
ほ
し
一
科
、
内
科
、
外
科
、
歯
科
で
、
耳
一
な
お
、
診
療
を
受
け
る
場
合
一
申
込
書
は
、
市
京
公
民
帥
聞
に
も
備

②
消
毒
液
に
よ
る
方
法
次
疲
塩
一
い
方
は
、
次
の
会
場
に
期
間
い
て
あ
一
鼻
科
、
眼
科
等
は
陸
腐
を
紹
介
す
一
は
、
健
康
保
検
証
を
窓
れ
ず
に
。
一
え
で
あ
る
。

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
等
を
使
用
し
消
一
る
の
で
、
ご
利
用
を
。
一

毒
す
る
。
漂
白
作
用
も
あ
る

0

7
各

公

露

、

保

健

セ

ン

タ

ー

、

一

マ

l
ク

の

い

ろ

い

ろ

マ
冷
蔵
庫
の
取
り
扱
い
冷
蔵
康
一
予
防
接
種
会
場
(
予
防
接
語
を
行
一

日
度
以
下
5
塁
間
一
う
日
の
み
)
、
市
役
所
綾
康
課
、

駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

関対車 2輯 6か月までの乳幼児

醒金場平場揮瞳所

輔日韓 7月 1百、 8日、 15臼

臨時間午前9時-10時30分

盟申し込み 電話で平塚揮瞳所 (32

0130) へ予約する。できるだけ先

に乳幼児歯科教室の

生挫10か月から12か月末輔の蔀ち

ゃんが費廿る髄蹟語査。くわしいこ

とは平壇楳揮所 (32~0130) へ。

輔会場保鰭センター

輔受付午後1時-2時
盟母子瞳鹿手帳本冊・別冊と筆記用

具と醤ブラシを持事

7月日日 59年 1月生

盟会場探鵠センター

調費付午挫 1時-2時

盟母子瞳麗手帳本冊・別冊と筆記用

具を持参(3か月児は本冊むみ)

[ 3か月児1
7月 3日 60部 3月 1日-10日生

7月17臼 60年 3月11臼-20日生

7丹羽田 60年 3月21日-31日生

[1離 6か月兇]

ア月 2日 59年 1月 1呂-10日生

7月 9臼 59年 1月日日-20臼生

7月日日 59年 1f'!21日-31日生

口頭役立尼1
7fl4日 57年 5丹 1日-10日生

7月四日 57年 5月11日-20日生

7月25日 57年 5月21日-31日生

臨対象乳幼児

覇相説日 揮週水曜日

輯時間午前 9時四分-10時30分

醸会場保健センター

盟内容体重測定、栄聾、楕気、育

て方、予防接種のことなど

盟持参するもの 母子擢鹿手帳

醒簡 l期・3図受ける

・対象 2讃 (24か丹)から 4購

(48か月)までの幼児。なお、接種

間捕は2図、 3隠とも 3週間から 8
i車問。

盟鮪2期日 1回受ける
・対象車 1期の 3回目が終わって

から 1年以上 Z年 6か月以内の期間

に受けるo なお、第 1期を早めに畳

けて、第2期もなるべく早く L繭ま

でに終了するようにしていただきた

し、。

[7 flJ 

24日 中原公民館、金目公民館、

議岡崎公民輯

25日 神田公民賠、援金田公民館、

※域島公民館

26日 保韓センター

関控産 2年以内にケイレン尭作の
あった入は受けられない。

主治医の許可を掃てから参加を。

輯前期(妊蝿 6か月までの方)

7月 1日、 8日

輔桂期(旺掘8か月以降の方)

7月15日、 22臼
盟時間午後 1時四分-4時

調会場保鵠センター (34~0311)

醐申し込み 当日直接会場へ。

臨母子櫨騎手帳、筆記用具、スラッ

クス、さらし、裁措道具を持参。

保健センター鍵康格談

・毎週 月犠日・金曜日

(午前中)

・内容成人病相談

・電曹重苦 34-0311 

的
歳
以
上
無
料

一

般

健

康

診

査

繊
維
製
品
の
獄
扱
い
絵
表
示

ア
イ
ロ
ン
は
、
盟
問
氏
百
六
十
度

同
限
度
と
し
、
中
程
度
の
温
度

(
摂
氏
百
四
十
度
か
ら
百
六
↓
金

で
か
け
る
。

生活関連物資傭格調査
消費生活モニター30人による5月の平均偲格

品自 鵠措 j時底スーパー

粉石けん 3 kg 875円 876円

合成洗剤 2.65kg 871円 90:i円

ザラダ油 700 g 388fLl i 389円

しよう2密 1'tV'¥、ク 2fi4円 I252円

心同と 60m4鴎A! 217円 I223円
障問胃lUOg I 167円 I 163円
講 師 M10儲入 193円 I 184円
まあ ν 丸ユOOg I 179門 I206円
じゃがむも 1 kg 17E円 I200円
みそ 1kg 32C円 I 328門

会パン 1斤 154円 I 147円

マーガリン 225g入 193円 I 181円
ブロ・ン 10m' I 4.90C円 l ー
灯 油 18μ配理 1.3:19円 i

。
不
用
品
蜜
韓
槽
報
は
な
人
形
、
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
本
精
製

市
地
場
づ
く
り
課
市
民
生
活
妬
(
内
器
、
ラ
ン
ド
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
(
瞳

錦
二
四
四
)
へ
。
製
)
、
酷
気
ベ
ル
ト

マ
輯
り
ま
す
中
学
生
用
レ
イ
ン
コ
1

7

輯
っ
て
く
だ
さ
い

0
3
1
費
用
衣

ト
(
M
、
紺
)
、
男
子
中
学
生
制
服
鎖
、
応
接
セ
ッ
ト
、
洋
ダ
ン
ス
、
カ
ラ

(
百
八
十
日
J

、
鹿
卓
、
本
棚
、
セ
ミ

1
テ
レ
ピ
、
オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
サ

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
問
い
合
わ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
サ
イ
ド
ボ
!
ド
、
ベ

y
カ
l
ユ
ニ
ホ
!
ム

(L)
、
モ
ト
ク

常
に
増
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
ピ
ー
ベ
y
ド
、
加
揖
器
、
セ
パ
レ
ー
ト
ロ
ス
用
オ
ー
ト
バ
イ
(
子
供
用
)
、
女

ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
と
き
ス
テ
レ
オ
、
換
昆
層
、
石
油
ス
ト
1

児
用
自
転
車
(
時
勺
)
、
男
児
用
向
回
転

す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
も
の
も
ブ
、
都
市
ガ
ス
用
揚
梯
器
、

8
ミ
リ
カ
車
(
町
内
ン
)
、
ベ
ピ
1
パ
ギ
i
、
ベ
ピ

ご
了
承
を
。
メ
ラ
、
ブ
ロ
ッ
ク
(
お
も
ち
ゃ
)
、
ひ
!
用
ふ
と
ん
、
歩
行
器

子供応注意

今年も沼欄え時期を迎

え、操業用水路等の取水

時期となった。これから

用水路等のホ援が増える

と危険になるので、用水

路や用水せきなどで、子

供たちが遊ばぬようと注

意者。

援損議議鰐

74歳以上の方に、はり、きゅう、あん

ま、マッサージ、指圧の助成を行ってい

る。

。受療券の交付
明治 44年 5月 31臼以前に生まれた;創立 6枚。

明治 44年 6月 1臼から 45年 3汚までに生まれ

た方は、 74歳になった尽から 2か月に 1枚の

割合で交付する。ただし、 74歳の期聞につい

ては、ご本人の市民税所得観額が課税されてい

る方は、対象外。

O自己負強額 1枚につき 600河
。申し込み 印鑑および健康手掛または鍵康保

検証を持善舎のうえ、福祇総務霊祭(内縄 219)

'̂。



目品
品
競
り
の
季
節
が

近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
当
地
に
住
ん
で
十
年
以
上

に
な
り
ま
す
が
、
鐙
年
盆
漏
り

の
練
澗
闘
の
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
う
で
な
く
て
も
暑
い
箕
っ

盛
り
に
、
夕
方
六
符
ご
ろ
か
ら

拡
声
器
で
繰
り
返
し
砲
を
流
さ

れ
、
体
が
お
か
し
く
な
り
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
地
域
の
こ
と

な
の
で
、
蕗
と
向
か
っ
て
反
対

す
る
の
も
気
が
ひ
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
地
綾
で
も
、

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
盆
織
り
に
限
ら
ず
、

犬
の
鳴
き
声
や
ピ
ア
ノ
の
一
音
な

ど
、
近
隣
の
騒
音
で
お
回
り
の

方
も
い
る
と
患
い
ま
す
。

と
の
よ
う
な
地
域
の
問
緩
や

身
近
な
出
栄
商
事
は
、
そ
こ
に
住

む
住
民
が
お
互
い
に
話
し
合
っ

て
解
決
す
る
の
が
望
ま
し
い
と

7
相
談
員
弁
護
士
賓
館
唯
光
丈

マ
申
し
込
み
前
日
正
午
ま
で
に
、

松
顕
公
民
館
(
電
話

n
i
六
一
八

六
)
へ
予
約
そ
。

一
鶏
人
格
談
の
間
開
設
を
干

県
立
婦
人
相
説
所
の
相
説
員
が
、

女
性
の
制
み
ご
と
の
相
談
相
手
と
な

り
、
酌
君
、
指
導
タ
る
。
お
気
軽
に

ご
相
謹
を
。

マ
相
説
日
毎
片
搭
3
木
曜
日

・
時
間
午
前
回
時
S
午
後
3
時

中
会
場
平
塚
市
福
祉
会
舘

七
月
一
日
か
ら
、
法
務
局
(
登
記

所
)
で
尭
行
ず
る
鷲
記
薄
謄
本
、
印

鑑
証
明
等
申
手
数
料
は
、
専
用
の
登

ili鱗騒音で霊習っています

，;t. 

記
印
紙
で
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
野
記
等
の
申
請
に
必
要

な
登
錯
免
詳
説
は
、
従
米
ど
お
り
収

入
印
紙
一
与
で
納
め
て
い
た
だ
く
。

問
い
合
わ
せ
は
、
横
浜
地
万
法
務

局
平
塚
出
張
所
(
電
諮
問
j
六
五
五

ヒ
)
へ
。

東
海
大
学
湘
南
公
開
セ
ミ
ナ
ー
委

員
会
で
は
、
公
開
セ
ミ
ナ
!
を
開

く
。
(
入
場
無
料
」

マ
期
日
6
月
訂
H
(木
)

マ
時
間
午
後
4
時
自
分
3
6時
四

分寸
会
場
東
海
大
学
期
南
校
舎

門V
テ
ー
マ
飢
え
る
ア
フ
リ
カ

マ
講
師
上
智
大
学
梶
間
孝
顕
氏

守
問
い
合
わ
せ
先
東
海
大
学
湘
南

公
開
セ
ミ
ナ
ー
醤
員
会
(
電
語
臼

l

一
一
一
二
内
組
一
三
九
六
)
へ
。

県
で
は
、
技
能
を
尊
重
す
る
気
風

を
広
め
る
標
語
を
募
集
す
る
。

マ
締
め
切
り

7
月
日
臼
(
火
)

マ
応
募
方
法
官
製
は
が
き
で
、
作

品
、
住
正
問
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
ま

た
は
学
校
名
、
電
話
醤
号
を
明
記
し

字
削
横
浜
市
中
区
日
本
大
通
1

神

奈
川
県
職
業
訓
繍
謀
、

東
樽
大
学
管
弦
楽
研
究
会
で
は
、

第
出
回
定
期
横
車
芸
春
闘
く
。

1
 

2
U
 

で

し

ょ

う

か

。

が

あ

る

と

思

い

ま

す

。

〈
椅
組
問

A
さ
ん
〉
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

@

ご

慈

箆

を

く

だ

さ

い

。

地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
の
持
ち
マ
あ
て
先
干
加
平
塚
市
浅
跨

方
や
、
近
隣
間
の
間
同
緩
に
つ
い
町
9
1
1

平
塚
市
広
報
課
広

て
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
考
え
方
穂
係

第40ア善幸

いアイ

思
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
難
し

い
蕗
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る
の

マ
日
時
6
月
白
日
(
日
)
午
桂
1

子
。
〉

日

3
9

0
会
場
厚
木
市
文
化
会
館

マ
曲
目
シ
ベ
リ
ウ
ス
交
響
曲
第
2

器
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
克
明
門
曲
第
1
倭

外マ
入
場
料
六
自
門
(
高
校
生
以
下

五
百
円
)

マ
問
い
合
わ
せ
笥
謡
番
号
回
二

二
一
五
(
石
井
)

マ
日
程

7
月
2
日
(
火
)
、

7
月

4
H
(木)、

7
月
5
日
(
金
)

・
時
間
午
後
6
時
3
8時

マ
会
場
県
湘
南
芳
樹
セ
ン
タ
!

(
茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
)

守
内
容
パ
!
ト
タ
イ
マ
ー
の
雇
用

管
理
、
高
齢
化
と
質
金
ほ
か

守
申
し
込
み
電
話
で
県
湘
南
労
働

セ
ン
タ
ー
(
電
話
。
四
六
七
問

一
一
七
二
へ
。

子供たちの盆踊り

国
際
婦
人
年
の
最
終
年
を
迎
え
、

蹄
人
総
合
セ
ン
タ
ー
で
婦
人
労
働
問

題
公
開
討
論
会
が
関
か
れ
る
。

マ
日
時

6
丹
白
日
(
土
)
午
後
1

時
泊
分
3
4
時
四
分

守
会
場
婦
人
総
合
セ
ン
タ
!
(
藤

沢
市
江
の
島
)

マ
テ
!
マ
働
く
女
性
の
と
き
を
迎

ヌてマ問
い
合
わ
せ
ケ
先
県
サ
捕
人
総
合

セ
ン
タ
!
(
電
話
O
四
六
六
訂
i

一
一
一
一
一
)

県
で
は
、
腎
臓
病
む
予
防
と
泊
措

法
に
つ
い
で
ぇ
講
棋
と
相
説
会
を
開

/、。マ
日
時

7
月
6
日
(
土
)
午
後
1

時
却
分
3
4時

守
会
場
秦
野
市
立
西
公
民
館
(
泰
一

野

市

柳

町

)

一

守
内
容
講
槙
「
腎
臓
病
の
予
前
と
一

治

時

」

、

相

談

会

一

相
判
説
希
望
荷
は
、
袈
野
市
探
険
健
一

離
課
(
電
話
田
1
五
一
一
一
)
へ
予

約
を
。晶

た
た
か
い
¥
、

b
%鱗

j
 
i
 

zこ
ろ

/

f弘
醐
明

(
敬
称
略
)

マ
社
合
福
祉
へ
・
日
産
車
体
K
K第

2
製
造
部
お
班
時
間
草
部
七
千
六
百

↓
一
円
、
磯
崎
輝
夫
二
千
円

マ
睦
体
不
自
由
児
へ
舗
資
木
誠
二

万
円
マ
老
人
描
祉
へ
・
平
場
の
一
老
女

一
万
円

マ
交
通
遺
児
へ
'
匿
名
一
一
一
千
七
百

円守
社
金
構
松
基
金
へ
・
あ
さ
ひ
サ
ン

ロ
ー
ド
商
作
柏
会
(
代
表
浜
野
寿
雄
)

一
万
九
百
二
十
円
、
撫
子
原
熊
沢

五
千
円
、
神
田
公
民
輯
創
立
回
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
五
万
四

千
百
十
三
円
、
林
屋
酒
清
一
千
五

百
二
十
円
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
利

用
者
有
志
一
同
一
一
千
九
百
七
円
、

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
h

平
場
ク
ラ
ブ

二
十
万
円
、
-
滞
雪
保

L
i
万

円
、
高
本
医
院
九
千
六
百
六
十
七

円
、
つ
く
し
看
謹
掃
家
政
婦
紹
介
所

↑
万
円
、
中
村
缶
五
郎
一
千

円
、
韓
辺
望
一
万
円
、
米
木
尚
子

十
万
円
、
滋
名
曲
件
一
万
六
千

円波
皆
さ
ん
の
善
意
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
た
い
。

・
平
壇
市
社
会
福
祉
協
議
会
(
電
語

泊
1
一
三
七
七
)

ねこの巡酉収容
県動物保護センターでは、捨て犬、捨てね

こによるのら犬、のらねこの増加と、火、ね

こによる危害を防ぐため、今回も次白日韓で

いらなくなった犬、ねこの巡回収容を行う。

当日、犬を出される方は「印鑑Jr犬の盤
札Jr注射掠票ir愛犬手帳j を持参白うえ会
場へお出かけを。なお、収容車田博留時間は

10分間。また、ねこは蹄袋かダンボール箱に

入れていただきたい。

7J寺6臼{土) 7.Fl13扇{ニ1:)
9 : 00 神田公民揺 9 : 00 松原公民輯

9 : 25 大野公民館 9 : 20 須賀公民館

9 : 50 鷲田公民館 9 : 40 花水公民館

10: 10 城島公民館 10 凹富土見公民館

10: 30 金田公民館 10: 30 中原公民薗

10: 50 岡崎公民館 10: 55 組公民館

11 : 10 金目公民館口一 15 吉択公民賠

癌村の耕地整
金田村は、明治22年(1889) 4 おはる東西道路水路むすべては、

月 1f-3、江戸時代からの寺田縄 富ごと山頂を目指して設計された。

村 e 入野村・長持村・甑島村と、 従って、これらの選そ西に向かう

長持入部(ながもちいりぷ)そも 時、自動車・バイクなどではつい

って新しくつくられ、昭和田年 9 うっかりしてしまうが、実はいつ

月30日、平理市と合併するまで67 も富士山を真正面に開ぎながら進

年間存続していた村であるロ んでいるのである。

村名は、水田に恵まれた土地で 用水は、金白川から贈っかの曜

あることから、金誼損控実り豊か (せぎ〉によって引き入れている

な村という祝福と、その実りを折 が、小水路はいずれも用水と排水

念してつくられたと伝えている。 を兼ね、また、韓りの田に直接水

村の大部分は、金目111と鈴111の [ を落としてよいこと〈瞬りの田か

間に脊在し、平担地で、村内には j らすれば、そのホを引くこと)に

名勝・!日跡というべきものは乏し i なっている。この田越しに水を引
いが、霊峯富士と大山由美しい聾 l くことは、金呂耕地では許されて

は村のどこからでも眺められる。 いない。この点、隣村でありなが

この村のもう つの地理的特色 i ら全く違っている。

は、こ心意かな水田由用水のすべ ζの耕地のうちの寺田縄分には

てを金目川町本に仰いでいること ! 三七起{みなさき〉・明治・大山・
である。そして、こむ水田の耕地 i 車関・連勝等変わった字名があ
整理は、県下町諸市町村疋先がけ i る。これらは、この耕地整理由際
て、明治37年(1904) から38年に : につ廿られたもので、三七超は明

かけて実施された。 治31革起工を記念し、明治はその

この耕地整理は、村内在南北に ; 時り埠号、大山は日露戦争当時。

縦断する静勢原道(大山道、現市 j 満洲軍総司令官大山大持の大山、

選長持・寺田縄等)を基幹とし、 ! 東郷はその当時の連合艦酷司令長

官車郷大拝の車師、連勝は当時の

戦前から取ったものである。

凝おたずねは市史輔ささん蝿{喝踊

31-0429)へ (文章賓

>71< 金問の問題風景

品約

)

タ

時

制

時

ン
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7

7
嗣

a
ト
昨

7

目
前

月一前
7
午
所場

窓

会

と

集

当日は雨でも行う。靖掃局具はご持拳を/

く〉巡回B穆 6月 17日(月) 10時 -15時古
河電工/6丹 20日(木)・ 21日(金) 10時-15時

横浜ゴム/6月22日(土) 10時~日時紅谷町

舟平前(車壊なでしこライオンズクラブ)/6月

25日(火) 9時半-12時 平埋西工業技樹高校/

7月 2臼〈火い 3日(水)・ 4日{木) 10時-15

時東海大学/7月四日(ホ) 10時-15時 日産

車体/7月日日(木)日時-15時駅北口

~日ご協力ありがとうごさ，"l\ました~円

小松電子金属105人、金呂公民賠18入、高村団

地39人、平嘩ライオンズクラブ168入、東晦大学

459入、駅北口156人
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